
本 屋 安 兵 衛 店 頭 図

教養部助教授 岸 文 和

江戸時代にも、商品を宣伝 した り新規の開

店を広告するためのチラシがあった。「引札」

と呼ばれる一枚摺の版画がそれで、さまざま

な種類の ものが出回 っていたようだ。【図1】

もそのひとっ。縦がおよそ26c皿、横が37,5cm

だか ら、 ちょうど今で言 うところのB4サ イ

ズ。 しかも多色刷 り。カラーでお見せできな

いのが残念な くらい、すばらしい出来映えの

ものである。広告主 は 「松栄堂 本屋安兵

衛」。住所は 「大阪道頓堀 日本橋南詰東江入

南側」。 【図2】 の地図を見れば分か るよう

に、 この付近にはた くさんの芝居小屋が立ち

並んでいたか ら、安兵衛の見世(★ 印)は 大

坂で も指折りの繁華なところにあった ことに

なる。広告主 もそのような〈地の利 〉のこと

は十分に承知 していたようで、引札の右上に

は、櫓を しっ らえた 「竹田芝居」と 「若太夫

芝居」をちゃん と描 き込んで 「芝居見物のお

っいでに、是非当店においで下 さい」 という

メッセージを発信 しているわけである。引札

の刊行年代を推定 しなが ら、 しば らくの間、

浪花のブ ック ・ショップを覗 き込んでみるこ

とにしよう。

【図1】 松栄堂本屋安兵衛店引札 関川享氏蔵
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画面上部にあるのが宣伝文句。ちょっと長

いのだが、ル ビを現代かな遣いに改めて、こ

れを読んでみることに しよう。

ははかりなが らこうじよう

乍 偉 口上
ますます しよほう お とく い さま ご き げん よう しくきよう
一 益 諸方御得意様がた、御機嫌宜敷 恐
えつ おん ぎ ぞんじ たてまつ りそうろう しかれ ば わた くしかた おかげ を

悦之御義 に奉 存 候。然者、私 方 以 御
もつてひ ま し はんえいつかまつ りありがたきしあわせ ぞん じたてまつりそうろう

蔭 日増に繁栄 仕、難 有仕合に奉 存 候。
さてまた えいえいあきないつかまつり そうろうしよほんるい そう し その

掬又、永々商内 仕 候 諸本類、草紙、其
ほかとう じにしきえ るい え ど うたるい しんないぼん さいもん

外當時錦絵類、江戸歌類、新内本るい、祭文
の るい うた の るい えい か ほん

之類、はやり歌之類、はうた之るい、詠歌本
いた まで のこらずはんもと ご ざそうろうあいだ なに よら ず

に至る迄 も不残板元に御座 候 間、何に不寄
ほかかた は しろものなどべつだん ぎん み つかまつり ね だん かく

外方より者代物等別段に吟味 仕、直段も格
べつ あいはたらきさしあげたて まつりそうろうあいだ なに とぞ た しよう

別 に相 働 奉 差 上 候 間、何卒多少によ
ご ひい き ご ようむき の ほどひとえ

らず前 々よ り も御贔屓に御用向之程 偏 に
こいねがいあげたてまっりそうろう

奉 希 上 候。 以上

安兵衛の商っていた商品は実に多様。宣伝

文句の中には 「本(本 格的な学問書)」 「草紙

(浄瑠璃本 ・芝居本 ・絵本)」 「錦絵(多 色摺

の版画)」 「江戸歌(長 歌 ・常盤津 ・清元 ・富

本など江戸で生まれた浄瑠璃系の音曲)」 「新

内(鶴 賀新内に由来する浄瑠璃系の音曲)」
の り と

「祭文(祝 詞に起源を もつ歌謡の一種で浪花
はや り うた

節 の元祖)」「流行歌(潮 来節 ・よ しこの節 ・

都 々逸 ・大津絵節 ・追分節など)」「端唄(三

味線 を伴奏 とす る小歌曲 ・小 唄)」「詠 歌本

(巡礼が歌 う御詠歌のことか)」 が挙げ られ

ているが、本屋安兵衛はそのような出版物全
おろしどころ

般 の く卸 所 〉。見世の右端 に立て られた

「萬本類草紙卸処」の板看板にもそのことは

示されているわけだが、見世先には、仕入れ

た商品をどこかへ運搬す るのだろう、た くさ

んの荷物を背負 った馬が見え、見世の右奥に

は、やはりかなりの数の商品を包装する手代

たちの姿 も見えて、これ らはすべてく卸売 〉

の記号 と見 ることができるだろ う。 もっと

も、安兵衛の見世では〈小売 〉も行 っている

のであり、実際のところ、見世先に所狭 しと

陳べ られた商品に群がっているのはごく普通

の本好 きであるように見え る。

この見世の営業内容は、 しか し、そのよう

な く卸売 〉とく小売 〉にとどまるものではな
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かったようだ。なぜなら、見世の左端に置か

れた出 し箱 には 「浄瑠璃本 古本新本」「古

本売買 本屋安兵衛」と書いてあって、安兵

衛は 〈古書売買〉 も行 っていたようだ し、ま

た当時の 「本屋」の多 くがそうであったよう

に 「本類 ・絵草紙類 ・錦絵類」の 〈出版〉に

も手を染めて いたはずだか らであ る。では

いったい安兵衛はどのような出版活動を行 っ

ていたのか。江戸時代には、出版物にかかわ

る業者たちは本屋仲間を結成 していたか ら、

その仲間の 〈出版許可〉の申請 を記録 した

「書籍開版御願書控」(r享 保以後大阪出版書

籍目録』)や 、 〈版権〉の台帳である 「板木

総 目録株帳」(r大 坂本屋仲 間記録』第十二

巻、十三巻)と いった記録を調べてみたが、

残念なが ら 「本安」の名前は見当らない。か

ろ うじて 「絶版書 目(売 買差止 ・開板不免
くママラ

許)」 に、本屋安兵衛の出版 した洒落本r崎

【図3】 「大寄噺之尻馬』小本奥付

大阪府立中之島図書館蔵
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陽英華』が 「寛保二年五月、無届板行、板木
のこらずうちわり うれ のこりほん ほ こ ずり

本屋行事へ取上、不残打割、売 残 本反故摺

悉 く没収、売買差留め」 という記事があった

が、この 「本屋安兵衛」が引札を制作 した本

屋安兵衛と同じかどうか、はなはだ疑わ しい。

本屋仲間の記録に名前が出て来ないのは、

おそらく安兵衛が携わ っていた出版物が 〈出

版許可〉を必要 としない、 したがって 〈版権

保護〉 の対象 とはな らない 「草紙一や 「錦

絵 」そ して 「其外板行類 」であったからにち

がいない。引札に描かれた見世の中には、そ

の手がか りになりそ うな書名がいくっか見え

るのだが、おそらく当時の 〈売れ筋〉なのだ

ろう、見世の奥に整然と重ねられた商品の前

に吊り下 げ られた何枚かの紙 の一番右端 に

「大寄噺シ之尻馬 中本」、それか ら左三っ

めに 「噺之尻馬 六編マデ」と読める。「国

書総目録』に当たってみると、r大 寄噺之尻

馬』は三篇三冊の 「咄本(落 語 ・軽口 ・笑い

話の類)」。作者 は桂文治 ・十返舎 一・九 ・立田

土瓶の三人で、上方の浮世絵師長谷川貞信が

挿絵を入れていて、天保年間(1830-44)に

刊行 されたとある。早速、京都大学附属図書

館で実物を調べたところ、当のものは縦がお

よそ22cm、 横が15cmの 中本。三冊にはすべて
よろず

同 じ奥付があ り、案の定、「万草紙物おろ し

処 大坂道 とんぼり 本屋喜助板 同道 とん

ぼり日本橋南詰半丁東 本屋安兵衛一と記さ

れて いた。 したが って、た しかに安兵衛 は

〈版元〉として出版業を営んでいたことが分

か ったわけだが、 この咄本の類 はそ もそ も

〈出版許可〉の要 らない、したがって仲間内

での 〈版権保護〉の対象 とはな らないもの。

本屋仲間の記録にこの出版物のことが載って

いないの も、また当然の ことなのである。

ところでr大 寄噺之尻馬 』を調べ てい るう

ちに、 この咄本 に じっ は もう一種、 かな り小

型(縦 が およそ16cm、 横 が11cm)の ものが あ

る ことが分か った。 これ には 【図3】 に示 し

た奥付が あって、 〈版元〉 は 「大 阪心 斎橋筋



順慶町南入 秋田屋幸助 同道頓堀日本橋南

詰東江入 本屋安兵衛」 「月亭生瀬戯作 ・友

鳴松旭書画」で、次のような宣伝文が書かれ

ている。
おいおいひきつづ

「弐篇三篇四篇と追々引続いて出版致 し御
おおほん

座候。前篇三冊は大本にて売出し有之候へ
このたび もつて

共、此度新作を以あい改め小形本に仕立出板
とじわけほん

仕候。右御望みの方様一冊づっ綴分本御座候
いつかた

間、何方の本屋はんこやへ も売出有之候。小
ほんやすはん おお ゼくだされ

形おどけの本安板と被仰 下、御手寄の本屋
あそば されくださるべくそうろう

にて御求め被 遊可被下 候」

この小型本は、天保年間に刊行された三冊

の 「大本(中 本?)」 の続編で、刊行年代は

r京都大学頴原文庫 目録』によれば嘉永七年

(1854)頃 。 しか も東北大学狩野文庫には、

この小型本が五冊(合 綴本)所 蔵 されている

ことになっているか ら、実物を見ないことに

は何とも言えないが、嘉永七年以後、これ ら

小型本のr大 寄噺之尻馬』が少 な くとも五

冊、続編として刊行された可能性が きわめて

高い。 したが って、店 内に見え る 「噺之尻

馬」と書かれた二枚の紙のうち、 「大寄噺シ

之尻馬 中本」というのが天保年間に刊行さ

れた正編三冊のことを指 し、 「噺之尻馬 六

編マデ」というのが、おそらく嘉永七年以後

に続編 として刊行 された小型本のことを指す

にちがいない。

ところで、この小型本の奥付に記された宣

伝文 に、ちょっと気 になる語句がある。「は

んこや」というのがそれ。これは 「板行屋」

あるいは 「版行屋」あるいは 「版古屋」の変

化 した語なのだが、本屋仲間のうちでは、ど

うや ら本格的な本類を扱う 「本屋」と、それ

以外 の板行(出 版)物 、つ まり 「浄瑠璃本

(正本 ・道行本 ・抜本)」 や 「端歌本」、 「芝

居絵」やいわゆる 「一枚摺」を扱 うグループ

に分かれていたようなのだ。本屋仲間の役員

たちの寄 り合い記録である 「出勤帳」(r大

坂本屋仲間記録』第一巻～七巻)や 、仲間内

の紛議の経過な どを記 した 「裁配帳」(同

前、第九巻)な どで 「草紙屋(双 紙屋)」 と

9

記されているのがおそらくこれで、文久元年

(1861)こ ろには 「本屋仲間之内草紙屋組」

として本屋清七 ・天満屋喜兵衛 ・綿屋喜兵衛

など五軒の名前が挙げられている。この草紙

屋のことはあまりよく分かっていないので、

念の ため小学館r国 語大辞典』で 「はん こ

や」を引いてみたところ、ち ょっとおもしろ

い記事に出 くわ した。rは んこや、阿波文、

婦源、本安」 とい うのが それで、 この 「本

安」こそ問題の本屋安兵衛のことに違 いない

のである。「阿波文」は 「寿桜堂、菊屋町心斎

橋通三津寺筋北入」の阿波屋文蔵のこと、「婦

源」はおそ らく麩屋源右衛門のことで、どう

や ら本屋安兵衛は、「本屋」という屋号であ

るにもかかわ らず、どちらか と言えば 〈柔 ら
き

かいもの〉を出版す る 「はん こや」 として有

名であったことになる。もっとも、それが何

時のことであったのか、 じつはこの文章の出

典である 『浪花名家名芸三幅対集』というの

がいっの時代のどのような史料なのか皆 目分

からず、残念なが らその時代を特定すること

はできなか った。

本屋安兵衛は本屋 というより草紙屋である

ことが分か ったわけだが、店内で宣伝されて

いる出版物がすべて安兵衛のものだというわ

けではなさそうだ。例えば、右か ら二番目の

「怪談」という書名。その下の右側には 「竹

本長登太夫」と書いてあるのがかろうじて読

め、 これを手がかりにすると、この 「怪談」
はなのくも さくらのあけぼの

はどうや らr神 霊怪談花 雲佐倉 曙』の こ

と。嘉永五年(1852)三 月に、義民 ・佐倉宗

五郎を主人公とする歌舞伎 「花雲佐倉曙」が

安兵衛の見世のす ぐ近 くにある 「角の芝居」

で上演され、同年九月には、引札に描 き込 ま

れた 「竹 田芝居」で、今度 は佐久 間松長軒

(竹本長登太夫)と 登与島玉和軒合作による

浄瑠璃(人 形劇)と して上演された。安兵衛

の見世で売 られているのは、その浄瑠璃の詞

章に節付けしたいわゆる 「正本(丸 本)」、嘉

永六年(1853)九 月に刊行された七行口絵入

り(長 谷川貞信画)の ものだろ う。そ して

「怪談」の左隣に見える 「糸乃錦 三篇 出
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【図4】 「板木総目録株帳(文 化九年改正)・ 琴曲部」

大阪府立中之島図書館編r大 坂本屋仲間記録第十三巻』清文堂

■

板」はおそ らくr琴 曲糸の錦』のこと。安永

八年(1779)に 田原屋平兵衛が出版 して以来

版を重ねたよ うで、 【図4】 の 「板木総 目録
きんきよく

株帳(文 化九年改正)・ 琴 曲」の部には、r琴

曲糸之錦』とr同 再板 増補 ・新増 ・新増

補』が 「塩平(塩 屋平 助)」 つ いで 「河 直

(河内屋直助か)」 「河喜(河 内屋喜兵衛)」

の名前で登録 されており、結構人気のあった

出版物であったことが分かる。 もっとも 「琴

曲」というのは、単に 「琴で演奏する曲」 と

いう意味ではなか ったようだ。なぜな ら 「裁

配帳」には、文化二年(1805)に 塩屋平助が

r糸の錦』の 「増補発行申出」を行 ったとこ

ろ、田原屋平兵衛との間で版権を巡 る トラブ

ルが発生 したことが記 されてお り、その項目

の最初に 「端歌一件」 とあるか らである。

「口代節用大成」 と 「[コ来状刺」 もどうや

ら安兵衛の出版物ではなさそ うだ。「代節用

大成」は、おそらくr永 代節用大成』か 『万

代節用大成』の こと。これは通俗的な国語辞

典の ことで、江戸時代にはさまざまなものが

出版されていたわけだが、 『国書総目録』に

はr永 代節用集』(別 名r早 引永代節用集大

全』、天保十四年刊)やr万 代節用集』(別

名r万 代早引節用集大成』、嘉永三年刊)の

名は見えているが、残念なが らぴったりと一

致するものはない。 「口来状刺」にっいて も

事情は同 じで、これはおそ らくr往 来状刺』

を書名の一部 とする往来物。「往来物」という

のは初等教育用の教科書の類の ことで、「状

刺」とあるから、多分、手紙の模範文例集の

ような ものだろう。

結局の ところ、安兵衛の見世先で宣伝され

ている 〈売れ筋〉の出版物五点のうち、確実

に安兵衛自身が出版 したと考えられるものは

ただ一点。 このことか ら、安兵衛の見世は、

自社出版に力を入れ る 〈版元〉 とい うより

は、他の版元の出版物を販売する く取次店〉

であったことが分かるわけだが、なにしろ安

兵衛の見世は有名な 「はん こや」。板行屋の

主要な業務に錦絵類の出版 ・販売があったは

ずで、はた して この方面の事情はどうなって

いたのだろ うか。上方では錦絵類の く出版許

可〉が不要。江戸では 「極印」という検閲制

度があったのだが、大阪でそれがなかったと

いうことは、どうやら上方では、一枚摺の浮

世絵そのものに文化 ・風俗を生産 ・刺激する
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だけのカがなかったということのようなのだ

が、これはまた、上方浮世絵には役者絵と風

景画はあるが美人画がそれほど多 くないこと

と関係があるかもしれない。そう言えば安兵

衛の見世の錦絵の売 り場は、全体のおよそ三

分の一 くらいの面積を占あているわけだが、

そこで売 られているのは役者絵のみ。この引

札が制作された時期を、r神 霊怪談花雲佐倉

曙』の正本が出版 された嘉永六年(1853)九

月以降、およそ安政年間(1854-60)と 考え

ると、この頃は、長谷川貞信をはじめ一養亭

芳滝 ・五綜亭広貞 ・歌川国員 ・長谷川宗広

(【図5】)た ちが活躍 していた時期。 この時

期の役者絵は、天保改革の余波だろうか、き

わめて小さな 「中判(約26.Oc皿 ×19.5cm)」

が主流で、そ う言えば、安兵衛の見世先に並

べ られている役者大首絵と、店内に置かれた

本類 とを比較 してみると、それほど大 きさの

違いが ないよ うに見え る。 ところで、錦絵

コーナーの奥に見える四点の錦絵は、きわめ

て 「上方的」だと言えそうだ。とい うの も、

「続絵」の場合 には、江戸絵が一枚 ・三枚 ・

五枚と奇数単位で続いていくのと対照的に、

上方では二枚 ・四枚 というように偶数単位で

続いていくことが特徴のひとっであったから

である。 もちろん上方浮世絵に三枚続きがな

いわけではないが、安兵衛の見世で売 られて

いるのは明 らかに二枚続き(例 えば【図6】)

が二組のようである。

安兵衛の見世先で売 られているのがすべて

役者絵であるということは、 しか し、ちょっ

と不審なところがないわけではない。という

のも、この時期の大坂では、いわゆる 「上方

風景版画」が制作されていたはず。長谷川貞

信をはじめとする多 くの絵師たちが、江戸の

歌川広重に触発 されて、 この種の作品をたく

さん制作 したのだが、それが一点 も見当 らな

い。 もっとも、安兵衛の見世 は道頓堀の芝居

街のす ぐ近 く。役者絵が多いの もまた当然の

ことで、そ う言えば、見世の三分の二を占め

る草紙類の陳列台に見え るのは、大部分がお

そ らく浄瑠璃本だろ う。当時は素人浄瑠璃が

大流行。本屋安兵衛は、芝居街す ぐ近 くとい

う 〈地の利〉を生か して、歌舞伎や浄瑠璃に

力を入れていたとい うわ けだ。おおぜ いの

く本好 き〉 〈芝居好 き〉が集まる幕末、浪花

のブック ・ショップ。この引札か らは、その

繁盛ぶ りが伝わって来るようだ。
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